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404　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　天界旧7
　　　　　月面に於けるピコ及ピコB附近の攣化
　　　　　　　　　　　ジィ・オウ・口1ストロン
　ピカリング教授はL月の氣象、と題する論文に，特にプラト1の少し南部の
L雨の海■にあるピコといふ離れた山について誌し，入射光線が絶えず攣化す
る角ではなく，氣象上の状態一特に友白の紺や或は雪の沈降の結果として
起る溶解一によって齎らさ
れた表面の實際攣化に注目し
て居る．
　此の問題に就いてはピカリ
ングを主として，多くの論文
が獲表されて居るが，近頃で
は一般的には無覗されてるる
と思はれる．
　筆者の目的は此のピコとピ
コB（ピコの南方の細長い三
つの峰を有する山）をめぐる
雨の海の外槻に行はれる著し
い憂化を記し，又使用を許さ
れる限界の鏡径で出來るだ
け，ピコ自膿にピカリングの
注目した攣化を確めて見良い
のである．
　照明の角度の異った影響
で，神魂の攣化を鍔際に一致
せしめる事は不可能であるか
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くと暗くなる模様があり，或者は陰月の聞に形や大さが可成り鍵化する．然
し最も著しいのは，陰月から次の陰月迄の外槻に於て不規則な攣化を現はす
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地域である．
　第1囲から2，3圖迄は此の頂上の附近にあるL雨の海「に現はれる離れたピ
コと光の模様のスケッチである．第25圖から28圖迄はピコBのスヶツチであ
る．ピコBと周團のし海■の一般の外観はピコが槻測出門る時は常に注目され
たが，ピコの48枚に比して34枚のスケッチである．使用した器械はクックの
10糎屈折鏡で，レンズの質は37．5糎の接眼鏡で333倍を用ひても，シ1イング
さへ良好なれば都合がよかった．各スケッチの下の第3行目に刑してみるの
は第；1は飴経度，第2は倍率，第3は12に分けたシ1イングの歌態である．方
位角の方法はピカリングのを探暗して居る．
　ピカリングの論文より引用すれば，Lピコは経度9。，緯度＋45。にある．
故にその春分黙は飴経度9。，夏至は99。即ち満月の直ぐ後であり，又秋分
鮎は189。で起る「のである．然しピゴは2438。4米もあるので，太陽は飴経度
7。より直ぐ前に其の頂上に接物する．スケッチは望遠鏡で見たまN出時るだ
け正確に描いてあるが，唯一つ，ピゴ自膿の明暗地帯の堂｝照をよく再現する
爲に少々誇示した．之等のスク’ツチは實際観測してみる時には，特に陰月の
初めと絡砂には識別が困難である．
　筆者はピカリングが描V・て居る程，形が彼様に延びた山を見出すことが出
來ない．ピゴが其の端から可成り離れ一所にあるといふ事實に依って，其の
見掛け上の輪廓は秤動の影響に依って飴り攣化しなv・．
　之迄に注目された最も著しい攣化は白色の模様である．之はピコの北東隅
から擾がつて，漸次之がピコ自膿の長さの約2倍に等しい距離だけ，卒原を
超えて長さ約36，6粁まで，南西にL雨の海「を超えて援がつて居る。此の明る
い模様に關係した一一ma興味深V・詳細は下記の如くである．①異った陰月の聞
に，之は異った絵三度で始めて現はれる．第2圖に於ては此の白V・模様（霜）
はし淡いが然し全く明瞭である■と記録されて居る．第3圃ではし目に見える
霜の痕跡はない「と記入されて居る．普通は飴経度goも早く，ピコの北東
隅から蹟がつて，明瞭なる霜が現はれる事が課ってみる．ピカリングは絵経
度64．。8以前には霜の出現を記録して居ない・②此の白い模様（霜）の光度は，
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ピコの夏至でも満月でも頂黒占に達しない．之に加へて何れにしても，其の最
大の撰がり迄霜をL海コの上に擾げることはない．普通に，最大光度は籐経度
約60。に達する事が課って居る．60。以後には霜の脈は漸次南方に損がつて，
同時に彊くなったり，淡くなって，途に蝕三度170Dでは普通では大二二が
り，散在して，附近のL海■と匿別が困難である．③異った陰月の間では同じ
絵雨湿に於ては，霜は常に同じ外親を示さなv・．特に第4，5及14，15圖が注
目される．④前記の攣化よりも恐らく一計著しいのは，斑黒占とd’とが示す
攣化である。之等の心内はある鮎では鶉の源と分詞があるやうに思はれる・
之の墾化は鯨経度350と75。（第2から10圖）の聞で大面目立って居る．之等
の斑黒占の外観で，殆んど丁度同じ絵経度で観測される攣化に就いては，筆者
は最初は此のスケッチは聞違ってみるのかと疑った程著しいものだった．然
し連績スケッチに依れば，之を確めるに役立つk・第4圃では，明るい斑瓢
は一つもd或はd’の鐵によって，普通占められて居る揚馬には見えない事
は注目される・然し第5圖では1個の斑貼がピコの北東隅に明白に示されて
居る．此の庚申はLL海］を横ぎって明瞭なる影を投げて居るが，恐らくa黒占
からの影壁暗くない「と記録されて居る．第6圖に継て2個の斑黙が此の地域
に示されて居る．又之は饒極度49．6。であるけれども，寓自艦は以前の圃程
遠くに旗がって居らない事は注目される．第7，8圖では斑黙aは大さが大層
壌派するが，斑条はd及d’に於ては見えなV・．第9圃では烏黒占dはし僅
か怠り霜がかった境界のある大面白い地域「の如く見える．ピカリングも多
くの揚合に，此の斑瓢dの霜に注目した．此の斑鮎が始めて現はれる時，斑
黙dの位置にある明るい模檬が時々早く出現したり，叉それに引績V・て不規
則に清滅したり，再現したりするのは，ピコの北西の頂上を射してみる太陽
にのみ基づくものではない事は可戒り三二であると思はれる．第7，8圃では
斑貼も影も記録されてみないのは興味深い．唯一の信頼出來る説明としては，
60L65。より早v・飴経度のdの位概にある此の明るv・地帯が出現するのは，
或る種の雲か或は恐らく火山の蒸氣の放射に基づくものと思はれる，ピコで
は他のどの鮎もd及びd’が此の期間に現はすやうな特別な攣化を示さない・
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然し小さな不規則な攣化は，此の大多激の斑黒占の陰月の進展と共に注目され
る．fの位置角の攣化は興味深v・・此の門下は普通殆んど甲南の方向にある
が，第10圖と21圖では大略東と西に走って居るのが課って居る．第25－28圖
はピコBのスケッチである．之はピコにある明るい模様よりも一門不規則な
攣化を示し，又容易に認められる3個の白い斑黙がある．著しい攣化は第26
圖で，霜の廣い摘がりがピコBの東端から現はれ，ピコから現はれる霜と大
罷同方向にL海「を横ぎって浮び去る時に現はれる。第25圖は第26圃の如く，
ピコBの陰にある側の方に著しV・突起を現はして居らない．ピカリングはピ
コ山に就いてLピコBから霜が東端から損がつて其の東端で激しく蒸獲した
魚尾は，L海「を横ぎって北へ浮び去ってみる．「と記してみる．最後に之等の
興味ある攣化を研究する理想的な材料はヰルゾン山天文寮で得られると同様
に立派な標準の完全な連呼鳥越である．（佐登児抄課）
　　　　　　　　　　　癌　　説　　と　　月
　小説家は時々満月を貫夜中近くに昇らせる．此の銀の時には太陽は月と反
照側にあるので，之の事は太陽を書近くに昇らせる事になるのであって，ロ
マンスも悲劇も住みさうに思はれない極緯度でなくては不可能な抗言であ
る．（イイ・エイ・フア1ス博士）
　　　　　　　　　　　月世界に於ける走高跳
　天文通俗書には，時々地球上で6灰におかれたバアを飛び超えられるなら
ば，月世界では其の高さの6倍帥ち36沢におかれたバアを跳び超える事が出
門ると誌して居る．然し之は1Eしくない．若し地球上で高跳の選手を撃て居
ると，バアの上に居る時には膿は實野水李である．之は共の重心が6択に置
かれたバアを飛び超える時には，地上から7吹以上でない事を意味する．即
ち地上を離れて居る時には，罷の重心は銑に地上約3灰の所にある．故に跳
ぶ時には僅か4吠だけ杢重量を昇げる事になる．跳躍を測定すれば膿の重心
を約2PJ〈離iく昇げた事になる．結局月世界では6の4倍＋2即ち26択におv・た
バアを飛び超せるのであって，36吹ではない．（同上）
